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要 旨
本報告は、2010年夏に群馬大学において３回連続で実施された公開講座 ?異文化間コミュニケー
ション・トレーニング」の実際の内容とその評価を検証したものである。この講座の参加者は、大学
周辺の地域住民であり、講座では、異文化間コミュニケーションの基礎的知識に関する講義、擬似的
異文化間コミニュケーション・トレーニングなどを用いて、異なる文化背景を持つ人々との間で起こ
りうるコミュ二ケーション上のギャップや誤解の可能性を知り、参加者自身の自己文化理解、他文化
の人々に対するポジティブな態度の養成を行おうとした。本報告ではその目的、概要及び参加者の態
度やアウトプットを通しての評価を分析し、講座の意義と今後の課題を模索する。
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１．はじめに
近年、日本社会では、多文化共生という言葉が、多く取り上げられるようになってきたが、地域で
行われている国際交流講座、国際理解講座では、外国事情の講演会や外国語の勉強会、外国の料理教
室、観光ガイドの養成など、典型的な文化学習や、教養としての学習にとどまっていることが多い。
しかし、実際に地域社会において様々な国籍の人々と共に暮らす社会の中では、ホスト側である地
域住民が外国籍住民と日常的に触れ合い、お互いを尊重し、理解しあおうとする意識が重要であり、
そのためには、それぞれのもつ文化の違いや共通点の理解、コミュニケーションパターンの違いを乗
り越えて、理解しあうための具体的な異文化間コミュニケーションスキルが重要となってくる。
筆者らの在籍する大学の所在地、群馬県は人口比に対する外国籍住民数の多い地域として知られて
おり、平成22年度末現在、県下には106カ国43,447人の外国籍住民が在住している（群馬県，2010）。地
域によっては人口の25％程度が外国籍住民である地域もあり（例：伊勢崎市10,801人、24.9％）、地域
の多文化化が進んでいる。しかしながら、実際の住民の意識の多文化化は難しく、外国籍児童のいじ
47群馬大学国際教育・研究センター論集 第10号 47―58頁 2011
めの問題や不登校など（カイラン2010）、外国人への偏見や差別に関する問題も少なくない。
さらに、群馬大学では前橋市の文系、医学系のキャンパスに約100人、工学系の桐生市キャンパスに
約200人の外国人留学生が在籍しているが、キャンパスによっては外国人留学生と地域住民との交流が
進んでいない地域もある。
そこで、群馬大学国際教育・研究センターでは、日本社会のホスト側である地域の住民へ、留学生
との実際の交流・協働を通した異文化間コミニュケーション・トレーニングを実施した。本報告は、
実施されたトレーニングの概要及び参加者の気づきについて記述したものである。
２．異文化間コミュニケーション・トレーニングとは
これまで、日本国内の異文化間コミュニケーション・トレーニングは、主に大学機関において正規、
非正規の講義として実施されたり（加賀美2006、井下1992）、留学生や、留学前の日本人学生のための
ホスト文化への理解の促進やホスト国のソーシャルスキルの学習といった意味合いでのトレーニング
として行われたりしてきた（田中2009）。また、民間でもビジネスパーソンが海外派遣される前に受け
るトレーニングとして異文化間コミュニケーション・トレーニングの実践、報告が行われている
（Sugiyama2004）。
しかし、ホスト側の一般地域住民が、どのように多様な文化背景をもつ人々を受け入れコミュニケー
ションしていくのかという実践、研究報告（加賀美2006）はまだ少ないといえるだろう。
２．１．異文化間コミュニケーション・トレーニング（ICT）と異文化間ソーシャルスキル・
トレーニング（SST）
異文化間コミニュニケーション・トレーニングについて、高井（1992）は、異文化間コミュニケー
ション・トレーニング（以下 ICT）と、
異文化間ソーシャルスキル・トレーニ
ング（以下SST）を以下のように分類
してその違いを述べている。
その中で、一般的に ICTは、（外国へ
の）出発前の準備として大きな効果が
期待できる一方、SSTは、赴任先での
困難に対する現実的な問題解決法とし
て役立つと考えられていると述べてい
る。今回、公開講座で地域住民に対し
て実施しようとした講座は、基本的は
これから外国人留学生と交流をはじめ
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ICT  SST
目 標 認知・感情・行動 行動・認知
内 容
１．文化一般
２．文化特定
１．文化特定
２．文化一般
学習方式
講義（大学モデル）
自己学習
経験学習
経験学習
観察学習
応用理論
文化的自己認識 社会的学習理論
強化理論・行動理論
方 法
帰属トレーニング・シュミ
レーション・ロールプレイ・
Ｔグループ
モデリング技法
認知的行動修正法
ロールプレイ
高井（1992）「異文化間ソーシャル・スキル・トレーニング」より抜粋
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る住民への準備といえるため、ICT（異文化間コミニュケーション・トレーニング）の枠組みを中心と
して、一部コミニュケーションスキルのトレーニングには行動理論の影響を強く受けているSSTの
方略を取り入れることとした。
２．２．異文化間コミニュケーション・トレーニングの段階
具体的な実践の例では、井上（2008）が、心理教育の一環として「WAKSAモデル」という構造化さ
れた段階的グループセッションを実施している。その４段階は導入（Warm-up）、気づき（Awareness）、
知識（knowledge）、行動技術（Skill）の４段階である。実際に日本人学生と留学生のグループに「マ
イノリティ体験（Ａ）」「講義（Ｋ）」「ロールプレイ（Ｓ）」などのエクササイズを実施した結果、特に
日本人学生において交流への不安を減らし、積極性を高め、行動技術を改善する効果があることが示
されたとしている。その上で、こういった段階的・組織的に構成されたトレーニングによって、短期
間であっても効率よく課題に取り組み効果をあげることができるとしている。筆者らの計画した公開
講座も３回という短期間の講座であるため、WAKSAにあるような構造化された段階的なモデルを参
考に実施することとした。
３．実施概要
３．１．講座の目的
この講座は、一般市民が、様々な文化的背景をもつ人々と交流するときに必要とされる知識、態度、
行動様式を体験的に学ぶことを目的とした。その具体的な目標は以下の通りである。
① 認知的側面：様々な文化の情報知識を豊かにし、自文化への気付き、自己の価値観やものの見
方がどのようにコミュニケーションや行動に影響を与えているかを学ぶ。
② 感情的側面：文化背景の異なる人々への共感、柔軟な態度、広い視野を身につけること、異文
化と接触する際の不安やストレスへの対処を学ぶこと
③ 行動的側面：様々な人々と交流するときのコミュニケーションのスキル、具体的には、お互い
に率直にわかりやすい表現で話す練習を行うこと。
３．２．講座内容
以下に講座の概要と、ワークショップの詳細を述べる。ワークショップは１回２時間で、３部制と
し、前半部分で認知的トレーニング、後半では主に情意的トレーニング、第３部では事例検討を中心
とした擬似トレーニングを行った。
① 講座概要
実 施 日 時：第１回目９月18日（土）・第２回目９月25日（土）・第３回目10月２日（土）
14：00～16：00
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実 施 場 所：群馬大学工学部７号館 211教室（収容人数約18名）
講 座 講 師：群馬大学国際教育・研究センター講師２名（専門：異文化間教育学・比較文化論）
参 加 者：６名（女性３名・男性３名、社会人３名・無職２名・学生１名）
参加者の出席率：第１回100％，第２回100％，第３回83％
講座協力者：留学生８名（インドネシア１名・韓国１名・中国１名・バングラディシュ１名・
マレーシア１名・ベトナム１・タイ１名・コロンビア１名）
講 座 費 用：6,200円（３回・教材費込）
参加募集方法：県内公民館、関連機関などへの広報による公募
② ワークショップ詳細
各実施日の実施概要は以下の通りである。１回目には広く自文化、他文化を見つめる視点を、２回
目には自らのコミュニケーションスタイルの振り返りを、そして、３回目にはコンフリクトとその実
際の解決方略について、段階をおって学ぶことができるように構成した。１日の内容は、第１部異文
化間コミュニケーション基礎講座、第２部留学生事情講座、第３部事例検討の３部構成とした。第１
部、第３部は講師が担当し、第２部は講師のコーディネートを中心に実際に留学生に複数名参加して
もらってその語りを聞き、質疑応答をする中で学んでいく方法をとった。第１部では認知的側面とし
ての基礎的な知識や気付きを促し、また、最終回では行動的側面としての実際のコミュニケーション
プラクティスによって、具体的方略を学ぶこと。第２部では感情的側面としての共感や理解力の促進、
第３部では同様に感情的側面としての異文化ストレスへの対処方法を学ぶことを目指した。
Day１ ９月18日
第１部 異文化間コミュニケーション基礎講座
■異文化間コミュニケーションと私
WORK１ ?私と外国人」：今まで日常場面でどのような外国人と接してきたのか、また、そのとき
の自分の感情を振り返る
■「文化」と「コミュニケーション」
WORK２ おすすめ「日本文化」紹介 留学生とペアワークで考える
WORK３ ?誤解の生じた国際夫婦」のエピソードについてのディスカッション
第２部：留学生事情講座
■留学生によるイスラムミニ講座
■留学生の国籍と宗教
第３部：実例に学ぶ事例検討①
■仕事中のお祈りは勝手な行動？～宗教上の制約をどのように取り扱うか
第１回目、第１部では、自己と他者、自文化と他文化を様々な視点で見つめなおすワークを多く取
り入れた。WORK１では、参加者自身が今までどのような外国人と接点があったのか、そのとき、ど
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のような態度、感情をもったのかをマイナスの面も含めて振り返ってもらった。過去の交流経験を語
り合うことで、参加者全員の自己紹介がわりにもなり、相互を理解し打ち解けるきっかけのワークに
なった。WORK２では、留学生に日本文化を紹介するとしたらどのような日本文化を紹介するかを話
し合ってもらった。留学生スピーカーも議論に参加したため、日本人の考える「日本文化」と留学生
が興味を持つ「日本文化」に若干のずれが見られて、「文化」とは何なのかといったところにも話が展
開し有意義な議論が生まれた。
第２部では、宗教色が濃い習慣を持つ環境で育ってきた留学生が、日常生活では「宗教」を特に意
識しない日本社会において、どのような問題に直面するのかを知ることを目標とした。まず、留学生
の国籍と宗教について、日本全国と群馬大学の各レベルでデータを紹介し、実情の認識を図った。更
に、「宗教とは何か」について話し合い、日常生活で特に意識していない「宗教」についての、自己認
識のありようを確認し、留学生の体験を聞く準備とした。その上で、イスラム教圏、仏教圏の留学生
にスピーカーとして参加してもらい、自分の宗教的な考え方や生活を語ってもらった。この２つの宗
教を選んだのは、仏教については、日本人の考える「仏教」と別の国の「仏教」ではどのような違い
があるのか知ることができること、一方でイスラム教の場合は、宗教的慣習のプレゼンスの大きさが、
日本社会におけるものと対照的であるために、問題が顕在化しやすいと思われたためである。また、
群馬大学には、イスラム教圏からの留学生も多い。スピーカーはインドネシアの男子学生とマレーシ
アの女子学生であり、男女それぞれの立場からの考え方が加味された内容となった。スピーカーから
は、生活のうえで宗教的にどのような制約を受けるのか、日本での生活において困難に感じることは
どのような点なのか、また、日本人の宗教観についてどのように感じるかなど興味深い話を聞く事が
でき、参加者の関心も非常に高かった。
第３部では、第２部との関連から、外国人の多い職場でお祈りの時間をめぐって起こったトラブル
事例を取り上げ、どのように異文化の人々の宗教的価値観を守りながら、なおかつ職場における葛藤
を解決できるのかを焦点に議論してもらった。興味深いことに、留学生と日本人参加者がペアになっ
ているグループからはいくつもの解決策が提案されたが、日本人同士のグループからは、解決策が見
出せない、極めて困難な事例だ、という意見が出され、多様な視点から問題を見つめることで、一つ
の事象を解決しうることが実感できるケース・スタディとなった。
Day２ ９月25日
第１部：異文化間コミュニケーション講座
■コミュニケーションにおけるコンテキストと言語コミュニケーションを考える
WORK１ どうしてわたしの言いたいことがわからないの？ 直線的か螺旋的か
WORK２ ほめ上手？
WORK３ 誘う・誘われる～トラブル事例にアドバイスをしよう
■非言語コミュニケーションの影響を考える
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WORK４ 様々な非言語行動
第２部：留学事情講座
■留学生のお金事情
第３部：実例に学ぶ事例検討②
■途切れた交流～ホームビジット受け入れ時のささいなすれちがい
第２回目、第１部では、コミュニケーションが大きなトピックスであり、参加者自身のコミュニケー
ションスタイルを見つめなおす機会とした。WORK１では、高コンテキスト文化と低コンテキスト文
化に関する学習をもとに、具体的な会話例を分析することによって、文脈に依存し、明確な表現を避
け、あいまいな表現の多い高文脈文化と、明確で具体的、かつストレートな表現を使う低文脈文化に
ついての理解を深めた。参加者にとってはじめて意識する視点でありながら、理解度は高かった。
WORK２、WORK３では具体的な言語行動である「ほめる」「誘う・断る」を例にとって、どのよう
な文化的ギャップが起こるのかを学んだ。ほめられるのもほめるのも苦手、という参加者には、ペア
ワークでほめあおうとすると、言葉がでてこなくて苦心している人もいた。また、誘う・断るでは、
日本人のあいまいな誘い方、外国人のストレートな断り方への反応について議論した。これらは、留
学生との交流を今後始める上でも遭遇する可能性の高い内容であったため、参加者の取り組みも真剣
だった。最後にWORK４として非言語によるコミュニケーションを学んだ。取り扱ったものは、表情、
ジェスチャー、ボディータッチなどである。
第２部は、留学生にとって日本の生活における最大の問題の一つである経済事情を、具体的に理解
することを目標とした。まず、留学生の種類を、国費・外国政府派遣留学生、私費留学生に分けて説
明した。この際、国公立大学、私立大学それぞれの学費の大要を示し、留学生の経済事情をより細か
く理解できるようにした。次に、奨学金とアルバイトについて、奨学金の種類や競争率、難易度を、
日本全国と群馬大学の両レベルで説明し、更にアルバイトについては、日本人学生と異なり、資格外
活動としての時間制限があることなどを紹介し、以上を留学生の体験を聞くための準備とした。その
上で、国費留学生１名（男性、中国）と、私費留学生１名（女性、ベトナム）から、それぞれ留学生
活とお金に関わるトピックで語ってもらった。中国人の留学生からは、割り勘とおごるというシステ
ムの違いについて、日本での戸惑いや、ショックが語られた。留学生との交流において何かと問題に
なるトピックスだけに、参加者からの質問も多く、また、考え方や行動の違いに驚いた参加者も多かっ
た。私費留学生からは奨学金獲得までの困難な時期について語られ、参加者の多くが共感的に話に耳
を傾けた。
第３部では、留学生を自宅に招いた際に、留学生が自分以外の友人を一緒につれてきてしまったと
いう事例を取り上げた。この事例は、実際の留学生ホストファミリーのトラブル事例から取り上げた
もので、単純な事例ではあるが、異文化間理解に関する重要なテーマを含んでいる良ケースである。
ペアワークでも、実際に意見は分かれ、教育的な立場で留学生に指導をしようとする人や、留学生に
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はとくに何も言わず不満を抱えたままそのままにするケースなども取り上げられ議論された。最終的
に、なぜ、そうするのかを相手の立場で考えること、相互に感じた戸惑いや違和感、不満をきちんと
話し合って、どうしたら気持ちよく交流できるのか、共同でルールを考えることなどの結論がでた。
実際の交流にも応用できる重要なケース・スタディであった。
Day３ 10月２日
第１部：異文化間コミュニケーション講座
■常識と非常識
WORK１ あなたの常識？ 非常識？
WORK２ 心を広くするトレーニング
■異文化間コンフリクトとその解決
WORK３ コンフリクトマネージメントスタイル
■異文化間コミュニケーションにおけるアサーション
WORK４ DESCで話そう ケース：旅行計画に参加しない夫にむかつく妻の言い分
第２部：留学事情講座
留学生と就職
第３回目、第一部は、自分自身の持つ常識や価値観を見つめなおすこと、また、そういった価値観
の衝突で異文化間の葛藤が起こったとき、自分がいつもどのように対処する傾向にあるのかを知るこ
と、そして、より実践的なコミニュケーション・トレーニング「アサーション」に挑戦した。WORK
１では、私たち日本人が日ごろ常識と思っていることと異なる行動をする人たちにどんな反応を示す
のかをいくつかの例で考えた。「怒る」「失礼な人だと思う」「気にしない」など様々な答えが返ってき
たが、講師の経験からそのいずれも私たち日本人にとって当たり前の「常識」でも、別の国では全く
通じないことが多々あることを告げると、途方にくれた様子であった。そこで、WORK２では、私た
ち日本人の考える常識を覆す逆の新常識を作り、その理由付けを考えることにした。参加者からは苦
心しながらも様々な新常識と理由付けが発表され、他の参加者が納得する場面が多く、参加者の常識
を揺さぶるワークになった。WORK３では異文化間で起こる葛藤や衝突に、自らがどのような対処方
略をとる傾向があるのか、スコア表を用いて、回避、服従、共同などのパターンに分類し、自己分析
を行った。思った以上に消極的な他者重視のパターンをとることがわかったという人もいれば、思っ
た以上に自己重視の強硬なパターンをとることがわかった人もいて、それぞれに考えの深まるワーク
だった。最後に、アサーション??を学んだ。留学生との交流がはじまると、葛藤が起こることはよくあ
ることである。相手の態度や言動が気に入らない、意見を言いたい、注意したい、そんなときに、我
慢していると結果的に交流が途絶えてしまうことになりかねない。そこで、アサーションの基本的な
考え方と方法を学び、具体的な事例で、アサーティブに相手に伝える方法を考えてみた。短時間のワー
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クであったが、かなり適切な方法で会話を作る参加者もいて、他の参加者から感心する声があがって
いた。このワークだけでは十分にそのスキルをマスターしたとはいえないと思うが、自分の意見や主
張を言語化して相手に伝える経験をしたことは、今後の留学生交流に活かせるのではないだろうか。
第２部は、留学生が日本人社会と正面からぶつかる大きな契機の一つである「就職活動」において、
どのような問題を抱えるかを知ることを目的とした。まず、日本での就職を希望する留学生がどのく
らいいるのか、そして近年増加の一途をたどっている現状について、日本全国レベルのデータを紹介
した。更に、現代の就職活動事情を、日本人学生、留学生双方の場合について、その概要を説明し、
以上を留学生の体験を聞くための準備とした。その上で、日本の企業に内定取得済みである学生１人
（タイ、男性）、そして、日本での就職を望んでおり、現在就職活動準備中の学生２人（韓国、コロン
ビア、ともに男性）から、就職活動とその難しさについて語られた。参加者の中には、スピーカーの
高い日本語力や志に感銘を受けた人も多く、また、留学生が、勉学を終えて帰国する一時的滞在者と
してではなく、長く日本に留まり共に生きていく隣人として意識されたのではないかと感じられる
セッションであった。
４．講座の意義と今後の展開
４．１．受講生の振り返りから
全３回という限られた時間の中での講座だったが、参加者からは、多くの意見や感想がよせられた。
各回の講座の感想、意見、疑問を振り返りとして自由記述で記入してもらった中から、当初講座が目
標としていた①認知的側面、②感情的側面、③行動的側面の理解についてどのような影響があったの
かを以下にまとめておきたい。
【第１回目】
第１回目は、留学生スピーチの「宗教」に対する衝撃の大きさが振り返りからよくわかる。外国人
から直接話を聞いたのがはじめてという参加者もいて、深い関心を持って聞かれたようだった。また、
参加者の中には大学での講座を受けること自体に緊張していた様子も表れていた。まだ、講座そのも
のに緊張や戸惑いを感じつつも「他者理解」が大きく促進された回であったと考えられる。しかし、
その理解はまだ受容的であり、また、自己理解についての深まりは、振り返りの中からはあまり感じ
られず、文化的な違いに目が向けられていた回だといえるだろう。
「ゆったりとした授業で安心いたしました。」
「４年生の学生さんに聞きたかったんですが、聞きそびれました。市民病院で女性が黒の衣装
で目だけ出していました。その意味やかぶりかたの違いを知りたかったです。」（認知）
「私の子供たちもいろいろな国の人とかかわることが多くなってきていたので、宗教のことは
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理解していかないとと思っていました。」（認知）
「異文化コミュニケーションでの日本でのツールと文化背景への内容も必要ではないだろう
か。」（認知）
振り返りに表れたキーワード
異文化 理解 質問 失礼 女性 宗教 信仰 学び グローバリゼーション 文化 日本的
聞けない 協力 コミュニケーション サポート 外国人 留学生
【第２回目】
第２回目はコミュニケーションについてがテーマだったが、第１回目に比べ、他文化と比較した日
本文化や日本的なコミュニケーションスタイルに関する振り返りが多くなっており、「他者理解」に加
え、「自己理解」にも理解が広がってきている。また、留学生のスピーチに深く共感を示すコメントも
あり、感情面での学びも深まっていることが感じられた。
「留学生の苦労している状況を聞いて身につまされる思いでした。何かお手伝いできることが
あるならお手伝いしたいと思いました。」（感情）
「日本の奥ゆかしさというのは文化なのだろうか？」（認知）
「お金を１人の人が払う（おごる）ことの意味を知って、遠慮してはいけないのだなと思いま
した。」（認知）
「WOARKでは、日本人側、外国人側両方の立場に立って考えることができてとても参考にな
りました。」（認知）
「「誘う・断る」は本当に難しいと思いました。どうしたらうまく誘えるのか、どうしたら傷つ
けずに断れるのか……。」（認知）
振り返りに表れたキーワード
カルチャーショック 交流 文化 やさしさ あいまいさ 笑い 日本社会 異国 留学生 苦労
コミュニケーション 日本人 外国人 アメリカ シンプル ルーズ 時間感覚 許容範囲 基準
甘やかす 日本人特有 遠慮 お金 問題点 傷つけない 断る
【第３回目】
第３回目は、最終回だったため、当日の講座内容だけでなく、今までの講座全般の振り返りや、今
後のことについての記述も多くみられた。また、講座参加者同士のつながりについての記述もあり、
この講座の短い期間にコミュニティができていること、またその交流の継続を希望されていることが
わかった。
「ここで一緒に講座に参加したお仲間とも先生、留学生とも何らかの形で交流をしていけたら
いいなと思います。」（行動）
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「留学生のリアルな意見が聞けてよかったと思います。」（認知・感情）
「今回の講義は留学生に限らない、お隣の異文化と日本人とのおつきあい、一緒に生活してい
くときに異なるものにぶつかったときに自分でどう消化して問題解決していくのかのノウハウ
と心構えを教えていただいたと思います。」（行動）
振り返りに表れたキーワード
つながり 交流 仲間 先生 留学生 リアル 常識 文化 日本人 外国人 異物 消化 問題解決
ノウハウ 具体的 アサーティブ コミュニケーション
４．２．留学生との交流プログラムの開始
講座修了後、講座参加者には、留学生との継続交流について案内を行った。この交流プログラムは、
約１年を単位として、留学生と日本人ホストがペアとなり、継続的な交流を行うもので、メインキャ
ンパスでは実施されてきたが、分離キャンパスでは実施されてこなかったものである。また、メイン
キャンパスでもオリエンテーションなどを細かく行わないで実施されてきており、留学生とホストの
間でコンフリクトが起きる場面も少なかった。今回は、講座の受講生６名のうち、４名が交流を希望
し、講座修了後の10月に留学生とのマッチング、紹介を行って、2011年３月現在継続的に交流を行っ
ている。講座で学んだことがどのように生かされるのか、また、よりよい交流をすすめるためには、
さらにどのような講座の内容、構成、方法が必要とされるのか、縦断的にその経過を見守っていく必
要があるだろう。
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法務省入国管理局「平成21年における留学生等の日本企業等への就職状況について」
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?注>
１)アサーション（assertion）について、平木（1993）は、「自分の気持ち・考え・信念などが正直に、率直にその場に
ふさわしい方法で表現される。そして、相手が同じように発言することを奨励しようとする」態度であるとし、ア
サーション・トレーニングを日本に導入した。平木（1993）は、攻撃的（aggressive）でもなく、非主張的（non-
assertive）でもない、アサーティブなコミュニケーション能力を身につけることによって、相手の気持ちや権利も
大事にすることができるだけでなく、自分自身の気持ちや権利も大事にすることができ、気持ちのいい人間関係が
きずけるとしている。
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A practice report about an open lecture on
“cross-cultural communication training”
:Aiming at the improvement of cross-cultural communication
 
skills of the local residents as hosts
 
KOMOTO Yasuko and SONODA Tomoko
 
This report evaluates the contents of an open lecture on “cross-cultural communication
 
training”conducted three times consecutively in the summer of 2010 in Gunma University.
Participants of this lecture are the inhabitants of the localities around the university. In one
 
class,we conducted a lecture about fundamental knowledge and simulation practice of communi-
cation training of cross-cultural communication.
In this lecture, people learned not only about a communication gap among the people of
 
different cultures but also of the possibility of misunderstanding.
By attending the lecture,people became aware of their own culture,gained an understanding
 
of their own selves,and were trained to interact in a positive manner with people from other
 
cultures.
In this report,we analyze the purpose of the lecture,present a summary of the lecture,study
 
the attitudes of the participants, and through the outcomes, evaluate the significance of the
 
lecture and the future problems.
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